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論文審査の要旨（400字以内） 

呼吸器外科において肺区域切除が増えている中、S9 や S10 の区域切除は難し

いとされている理由として、S9 や S10 の肺動静脈、気管支が肺の深い位置で走

っているという解剖学的理由があげられる。 

本研究では、肺靭帯から続く区域間隔壁が容易に区域間を分けられるという

特徴を用いて、葉間からの剥離を必要としない全く新しいアプローチ法である

S9及び S10の区域切除術を報告している。 

S9または S10に小結節を認めた 23例を対象とし、全例完全胸視下手術で施行

しており、手術時間、出血量、ドレーン留置期間など従来の術式と遜色ない結

果を得ている。CT画像を 3D画像に再構築するソフトを用いることにより、よ

り正確に末梢の血管や区域気管支を処理することが可能となり、報告の少ない

完全鏡視下区域切除が可能であった。 

肺靭帯アプローチによる S9及び S10の区域切除術を行い満足する結果を得て

おり、学術的価値があると判断した。 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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